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村
藩
刊
本
の
第
二
十
二
丁
表
第
六
行
か
ら
第
二
十
三
丁
表
第
六
行
ま

で
を
第
八
節
と
す
る
。
こ
の
部
分
は
、
劉
基
（
一
三
一
一
～
一
三
七
五
）

の
「
書
蘇
伯
脩
御
史
断
獄
記
後
（
蘇
伯
脩
御
史
断
獄
記
の
後
に
書
す
）」

の
写
し
で
あ
る
。
劉
基
は
、
字
は
伯
温
、
元
の
元
統
元
年
（
一
三
三
三
）

の
進
士
。
明
の
太
祖
の
功
臣
。
誠
意
伯
に
封
じ
ら
れ
た
。『
明
史
』
巻
一

二
八
に
伝
が
あ
る
。『
誠
意
伯
文
集
』（『
景
印
四
庫
全
書
』
所
収
）
巻
七

に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
書
蘇
伯
脩
御
史
断
獄
記
後
」
の
文
章
と
『
祥
刑
要

覧
』
所
載
の
文
章
と
を
比
べ
る
と
、
後
者
で
は
字
句
が
多
少
省
略
さ
れ
て

い
る
。
和
訳
に
当
た
っ
て
は
、
夫
馬
進
「
中
国
訴
訟
社
会
史
概
論
」（
同

編
『
中
国
訴
訟
社
会
史
の
研
究
』
第
一
章
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二

呉
訥
撰
・
若
山
拯
訓
読
『
祥
刑
要
覧
』
の
訳
注
（
九
）

一

(一
九
二
四
)



〇
一
一
年
。
二
十
七
頁
か
ら
八
頁
）
を
参
考
に
し
た
。

【
和
訳
】

劉
基
、
字
は
伯
温
が
、
元
の
至
正
年
間
（
一
三
四
一
～
一
三
六
七
）
に
、

「
監
察
御
史
蘇
伯
脩
断
獄
記
」
に
寄
せ
て
、
次
の
よ
う
に
書
き
記
し
た
。

｢先
年
、
朝
廷
は
、
天
下
の
裁
判
が
明
確
で
な
い
の
を
憂
慮
し
て
、
官

を
派
遣
し
て
、
再
審
理
し
て
判
決
さ
せ
ま
し
た
。
私
は
そ
の
当
時
、
山
の

中
に
居
て
、
人
が
そ
の
事
を
噂
す
る
の
を
聞
き
ま
し
た
。
再
審
理
を
行
う

官
が
各
地
に
や
っ
て
来
よ
う
と
す
る
時
、
山
岳
は
震
動
し
、
今
に
も
雷
雨

に
な
り
そ
う
で
、
北
風
が
木
の
枝
を
鳴
ら
し
、
稲
光
が
目
を
く
ら
ま
せ
ま

し
た
。
豪
民
や
猾
吏
は
、
鼠
の
よ
う
に
逃
げ
隠
れ
ま
し
た
が
、
皆
、
罪
を

免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
覚
悟
し
ま
し
た
。
権
利
を
侵
害
さ
れ
、

恨
み
を
抱
い
て
い
る
民
は
皆
、
眉
を
ひ
ら
き
、
首
を
伸
ば
し
て
、
乾
い
た

葉
が
滋
雨
を
待
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
再
審
理
を
行
う
官

が
到
着
し
ま
す
と
、
風
は
や
み
、
雨
も
上
が
り
、
待
ち
望
ん
で
い
た
者
は
、

敗
軍
が
帰
っ
て
来
た
よ
う
な
有
り
様
で
、
恐
れ
て
い
た
者
は
、
鷹
や
隼
が

ひ
も
か
ら
身
を
脱
し
て
、
勢
い
よ
く
飛
び
立
つ
こ
と
が
で
き
た
よ
う
な
様

子
で
し
た
。

い
ぶ
か
し
く
思
っ
て
、
経
験
を
積
ん
で
老
成
し
た
吏
人
に
質
問
し
ま
し

た
。
す
る
と
、
皆
、「
重
大
な
裁
判
案
件
を
再
審
理
す
る
と
き
は
、
必
ず

判
決
文
を
検
討
し
ま
す
。
も
し
も
、
判
決
文
に
矛
盾
が
無
け
れ
ば
、
判
決

を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。」
と
答
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
聞

い
て
退
出
し
て
、
私
は
深
く
た
め
息
を
つ
い
て
、「
も
し
も
こ
の
よ
う
で

あ
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
再
審
理
す
る
官
を
派
遣
す
る
必
要
が
あ
る
で

し
ょ
う
か
。」
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
判
決
文
の
原
案
を
作
成
す
る

吏
人
が
本
当
に
人
を
生
か
し
た
り
死
な
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
、

と
い
う
こ
と
を
確
信
し
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
ま
た
、「
朝
廷
の
本
意
で

は
な
い
の
で
あ
る
。
派
遣
さ
れ
た
官
が
再
審
理
を
慎
重
に
行
わ
な
か
っ
た

だ
け
で
あ
る
。」
と
人
が
言
う
の
を
聞
き
ま
し
た
。
国
子
博
士
の
黄
先
生

が
叙
述
し
た
、
御
史
の
蘇
公
が
湖
北
（
江
南
湖
北
道
）
で
再
審
理
を
行
っ

た
記
事
を
読
み
ま
す
と
、
蘇
公
が
判
決
文
に
拘と

ら

わ
れ
た
、
と
ど
う
し
て
言

え
る
で
し
ょ
う
か
。
湖
北
一
道
だ
け
で
も
、
蘇
公
が
一
た
び
巡
歴
す
る
間

に
、
判
決
を
く
つ
が
え
し
た
案
件
が
八
件
あ
り
、
ま
た
、
豪
民
が
吏
人
の

弱
味
を
握
っ
て
法
律
の
適
用
を
止
め
さ
せ
た
事
実
を
摘
発
し
た
こ
と
が
数

回
あ
り
ま
し
た
。
他
道
に
は
寃
民
が
い
な
い
、
と
ど
う
し
て
言
え
る
で

し
ょ
う
か
。
蘇
公
が
い
な
か
っ
た
の
で
寃
民
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
だ
け

の
こ
と
で
す
。

私
は
以
前
、「
簡
訟
（
訴
訟
の
数
を
少
な
く
し
た
）」
の
名
声
を
得
て
い

関
法

第
七
〇
巻
六
号
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る
牧
民
官
（
州
・
県
の
長
官
）
の
様
子
を
観
察
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
法
廷
に
入
り
ま
す
と
、
草
が
階
段
に
生
え
て
お
り
、
そ
の
机
を
見
ま

す
と
、
塵
が
書
類
に
積
も
っ
て
い
ま
し
た
。
ぶ
ら
ぶ
ら
と
郊
外
を
訪
れ
、

郷
村
の
様
子
を
観
察
し
ま
す
と
、
豪
民
が
横
車
を
押
し
、
怨
声
が
道
路
に

満
ち
て
い
ま
し
た
。
そ
の
理
由
を
人
に
問
い
ま
す
と
、「
牧
民
官
が
訴
状

を
受
け
つ
け
な
い
の
で
、
ど
こ
に
も
訴
え
よ
う
が
な
い
か
ら
で
す
。」
と

い
う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
監
察
官
（
原
文
。
大
吏
）
が
到
着
し
た

の
で
寃
民
が
訴
え
に
行
き
ま
す
と
、
監
察
官
は
「
当
地
の
牧
民
官
は
紛
争

を
生
じ
さ
せ
な
い
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
民
が
騒
ぎ
立
て
る
の
は
牧
民

官
の
罪
で
は
な
い
の
で
す
。（
民
は
受
け
つ
け
る
に
値
し
な
い
訴
え
を
し

て
い
る
、
と
い
う
意
味
。）」
と
言
っ
て
、
す
べ
て
牧
民
官
の
肩
を
持
っ
て
、

牧
民
官
が
訴
え
を
受
け
つ
け
な
い
罪
を
免
れ
さ
せ
ま
し
た
。
訴
え
に
来
た

民
は
皆
、
屈
辱
を
感
じ
な
が
ら
立
ち
去
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
監
察
官
の

言
葉
を
周
囲
の
人
に
伝
え
、
そ
れ
が
人
か
ら
人
へ
と
伝
わ
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
後
は
牧
民
官
に
訴
え
に
来
る
民
は
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

と
う
と
う
「
簡
訟
」
の
名
声
を
得
た
の
で
す
。

あ
あ
、
怨
憤
の
感
情
は
、
抑
え
ら
れ
る
と
闘
殺
を
行
わ
せ
、
か
き
た
て

ら
れ
る
と
強
盗
を
行
わ
せ
、
集
積
す
る
と
災
害
を
発
生
さ
せ
ま
す
。
天
の

作
用
に
反
応
す
る
の
で
す
。
こ
れ
は
誰
の
責
任
で
し
ょ
う
か
。
あ
あ
、
再

審
理
を
行
う
人
達
が
皆
、
蘇
公
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、「
刑
は
刑
無
き
を
期

す
る
」（『
書
経
』
大
禹
謨
。
第
一
章
第
六
節
を
参
照
。）
こ
と
、
即
ち
本

当
に
訴
訟
が
な
く
な
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
で
し
ょ
う
。

【
原
文
】

劉
基
（『
重
刊
祥
刑
要
覧
』
巻
一
は
「
基
」
を
「
公
」
に
作
る
。）
伯
温
、

元
至
正
中
（
同
上
は
「
元
」
字
の
前
に
「
在
」
字
が
あ
る
。）、
題
監
察
御

史
蘇
伯
脩
断
獄
記
、
有
曰
、
徃
歳
、
慮
天
下
断
獄
未
審
（『
誠
意
伯
文
集
』

巻
七
は
「
慮
」
字
の
前
に
「
朝
廷
」
二
字
が
あ
り
、「
審
」
字
の
後
に

「
用
中
書
御
史
台
議
」
七
字
が
あ
る
。）、
遣
官
審
覆
論
報
。
僕
時
居
山
間
、

聞
人
言
之
。
山
岳
震
疊
、
如
雷
雨
将
至
。
陰
風
鳴
條
、
飛
電
爍
目
。
豪
氓

猾
吏
、
竄
伏
如
鼠
。
倶
自
期
不
免
。
銜
寃
抱
痛
之
民
、
無
不
伸
眉
引
項
、

若
槁
葉
之
待
滋
潤
。
及
至
、
則
風
止
雨
霽
。
望
者
如
敗
軍
之
帰
、
畏
者
如

鷹
隼
之
脱
縧
而
得
扶
揺
也
。

恠
而
問
于
老
成
更
事
之
人
。
咸
曰
、
断
大
獄
、
必
視
成
案
。
苟
無
其
隙
、

不
得
而
更
焉
。
因
退
而
自
太
息
曰
、
苟
如
是
、
烏
用
審
覆
者
。
於
是
、
大

信
刀
筆
吏
之
真
能
生
死
人
矣
。
既
又
聞
諸
人
曰
、
非
朝
廷
意
也
。
奉
命
者

不
恪
耳
。
及
観
博
士
黄
先
生
所
叙
（『
誠
意
伯
文
集
』
巻
七
は
「
博
士
」

の
前
に
「
国
子
」
二
字
が
あ
る
。）、
御
史
蘇
公
慮
囚
湖
北
、
曷
嘗
拘
於
成

案
哉
。
夫
以
一
湖
北
之
地
、
公
一
巡
歴
而
所
平
反
者
八
事
（「
反
」
を
も

呉
訥
撰
・
若
山
拯
訓
読
『
祥
刑
要
覧
』
の
訳
注
（
九
）
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と
「
居
」
に
作
る
。『
重
刊
祥
刑
要
覧
』
巻
一
及
び
『
誠
意
伯
文
集
』
巻

七
に
従
っ
て
改
め
た
。）、
所
擿
豪
右
之
持
吏
而
尼
法
者
又
数
事
。
豈
他
道

之
無
寃
民
耶
。
無
蘇
公
而
已
矣
。

僕
徃
嘗
観
牧
民
官
以
簡
訟
名
者
。
入
其
庭
、
草
生
于
階
、
視
其
几
、
塵

積
于
牘
。
徐
而
訪
于
其
郷
、
察
其
田
里
之
間
、
則
強
梁
横
行
、
怨
声
盈
路
。

問
其
故
曰
、
官
不
受
詞
、
無
所
訴
。
大
吏
至
則
曰
、
官
不
生
事
（『
誠
意

伯
文
集
』
巻
七
は
「
官
」
字
の
後
に
「
能
」
字
が
あ
る
。「
能
」
字
を

補
っ
て
和
訳
し
た
。）。
民
譁
非
其
罪
也
（
同
上
は
「
其
」
を
「
官
」
に
作

る
。）。
則
皆
扶
出
之
。
訴
者
悉
含
垢
去
。
転
以
相
告
、
無
復
来
者
。
由
是
、

卒
獲
簡
訟
之
名
。

嗚
呼
、
怨
憤
之
気
、
扌幻
而
為
闘
殺
、
激
而
為
盗
賊
、
鬱
而
為
灾
沴
。
上

応
乎
天
、
誰
之
咎
哉
。
嗚
呼
、
使
人
人
如
蘇
公
、
刑
期
于
無
刑
、
不
難
矣
。

（
以
上
、
第
二
十
二
丁
表
第
六
行
か
ら
第
二
十
三
丁
表
第
六
行
。）

【
訓
読
】

劉
基
伯
温
、
元
の
至
正
中
、
監
察
御
史
蘇
伯
脩
断
獄
記
に
題
し
て
曰
う

有
り
。
往
歳
、
天
下
の
断
獄
の
未
だ
審
ら
か
な
ら
ざ
る
を
慮
り
、
官
を
遣

わ
し
て
審
覆
論
報
せ
し
む
。
僕
、
時
に
山
間
に
居
り
、
人
、
之
れ
を
言
う

を
聞
く
。
山
岳
震
畳
し
、
雷
雨
の
将
に
至
ら
ん
と
す
る
が
如
し
。
陰
風
、

条
を
鳴
ら
し
、
飛
電
、
目
を
爍と

か

す
。
豪
氓
猾
吏
、
竄
伏
す
る
こ
と
鼠
の
如

し
。
倶
に
自
ら
免
れ
ざ
る
を
期
す
。
寃
を
銜ふ

く

み
痛う

ら

み
を
抱
く
の
民
、
眉
を

伸
ば
し
項
を
引
か
ざ
る
無
く
、
槁
葉
の
、
滋
潤
を
待
つ
が
若ご

と

し
。
至
る
に

及
べ
ば
、
則
ち
風
止
み
雨
霽は

る
。
望
む
者
、
敗
軍
の
帰
る
が
如
く
、
畏
る

る
者
、
鷹
隼
の
、
縧
を
脱
し
て
扶
揺
を
得
る
が
如
き
な
り
。

恠
み
て
、
老
成
し
事
を
更ふ

る
の
人
に
問
う
。
咸み

な
曰
う
、
大
獄
を
断
ず

る
は
、
必
ず
成
案
を
視
る
。
苟
く
も
其
の
隙
無
く
ん
ば
、
得
て
更
え
ざ
る

な
り
。
と
。
因
り
て
退
き
て
自
ら
太
息
し
て
曰
く
、
苟
く
も
是
く
の
如
く

ん
ば
、
烏
く
ん
ぞ
審
覆
す
る
者
を
用
い
ん
や
、
と
。
是
に
於
て
、
刀
筆
の

吏
の
真
に
能
く
人
を
生
死
す
る
を
大
い
に
信
ず
る
な
り
。
既
に
又
た
諸こ

れ

を

人
よ
り
聞
く
、
曰
く
、
朝
廷
の
意
に
非
ざ
る
な
り
。
命
を
奉
ず
る
者
の
恪つ

つ
し

ま
ざ
る
の
み
。
と
。
博
士
黄
先
生
の
叙
す
る
と
こ
ろ
の
、
御
史
蘇
公
、
湖

北
に
慮
囚
す
る
を
観
る
に
及
び
、
曷な

ん

ぞ
嘗
て
成
案
に
拘と

ら
われ
ん
や
。
夫
れ
一

湖
北
の
地
を
以
て
す
ら
、
公
、
一
た
び
巡
歴
し
て
、
平
反
す
る
と
こ
ろ
の

者
八
事
、
豪
右
の
、
吏
を
持
し
て
法
を
尼と

ど

む
る
者
を
擿
す
る
と
こ
ろ
又
た

数
事
。
豈
に
他
道
の
、
寃
民
無
か
ら
ん
や
。
蘇
公
無
き
の
み
な
り
。

僕
、
往さ

き
に
嘗
て
、
牧
民
官
の
、
簡
訟
を
以
て
名
づ
く
る
者
を
観
る
。

其
の
庭
に
入
る
に
、
草
、
階
に
生お

い
、
其
の
几
を
視
る
に
、
塵
、
牘
に
積

も
る
。
徐お

も
むろ
に
し
て
其
の
郷
を
訪
ね
、
其
の
田
里
の
間
を
察
す
れ
ば
、
則

ち
強
梁
、
横
行
し
、
怨
声
、
路
に
盈
つ
。
其
の
故
を
問
え
ば
、
曰
く
、
官
、
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詞
を
受
け
ず
、
訴
う
る
と
こ
ろ
無
し
、
と
。
大
吏
、
至
れ
ば
則
ち
曰
く
、

官
、
事
を
生
ぜ
ず
。
民
の
譁
す
る
は
其
の
罪
に
非
ざ
る
な
り
。
と
。
則
ち

皆
、
扶た

す

け
て
之
れ
を
出
だ
す
。
訴
う
る
者
は
悉
く
垢
を
含
み
て
去
る
。
転

じ
て
以
て
相
い
告
げ
、
復
た
来
た
る
者
無
し
。
是
れ
に
由
り
、
卒
に
簡
訟

の
名
を
獲
た
り
。

嗚
呼
、
怨
憤
の
気
、
扌幻
し
て
闘
殺
を
為
し
、
激
し
て
盗
賊
を
為
し
、
鬱

し
て
灾
沴
を
為
す
。
上
、
天
に
応
ず
。
誰
の
咎
な
る
か
。
嗚
呼
、
人
人
を

し
て
蘇
公
の
如
く
な
ら
し
め
ば
、
刑
は
刑
無
き
を
期
す
る
こ
と
、
難
か
ら

ざ
る
な
り
。

冒
頭
に
「
劉
基
伯
温
、
元
の
至
正
中
、
監
察
御
史
蘇
伯
脩
断
獄
記
に
題

し
て
曰
う
有
り
。」
と
あ
る
が
、「
監
察
御
史
蘇
伯
脩
断
獄
記
」
と
は
、
蘇

伯
脩
が
書
い
た
「
断
獄
記
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
元
の
黄
溍
（
一
二

七
七
～
一
三
五
七
）
が
書
い
た
「
蘇
御
史
治
獄
記
」
を
指
す
。『
金
華
黄

先
生
文
集
』（『
続
修
四
庫
全
書
』
所
収
）
巻
十
五
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

黄
溍
は
、
字
は
晋
卿
、
延
祐
二
年
（
一
三
一
五
）
の
進
士
。
台
州
路
寧
海

県
丞
、
紹
興
路
諸
曁
州
判
官
を
経
て
、
国
子
博
士
、
翰
林
直
学
士
、
侍
講

学
士
に
任
じ
ら
れ
た
。『
元
史
』
巻
一
八
一
に
伝
が
あ
る
。
蘇
伯
脩
は
、

蘇
天
爵
（
一
二
九
四
～
一
三
五
二
）、
字
が
伯
脩
で
あ
る
。
監
察
御
史
、

礼
部
侍
郎
、
吏
部
尚
書
、
参
議
中
書
省
事
等
を
歴
任
し
、
江
浙
行
省
参
知

政
事
に
在
職
中
に
歿
し
た
。『
元
文
類
』
七
十
巻
を
編
集
し
た
。『
元
史
』

巻
一
八
三
に
伝
が
あ
る
。「
蘇
御
史
治
獄
記
」
の
最
後
に
「（
蘇
）
公
は
今
、

中
書
礼
部
侍
郎
よ
り
、
出
で
て
江
北
淮
東
道
肅
政
廉
訪
使
と
為
る
。」
と

記
さ
れ
て
お
り
、
蘇
天
爵
が
淮
東
道
肅
政
廉
訪
使
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
順

帝
の
至
元
五
年
（
一
三
三
九
）
で
あ
る
か
ら
（『
元
史
』
本
伝
）、「
蘇
御

史
治
獄
記
」
が
書
か
れ
た
の
は
そ
の
頃
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

｢往
歳
、（
朝
廷
）
天
下
の
断
獄
の
未
だ
審
ら
か
な
ら
ざ
る
を
慮
り
、
官

を
遣
わ
し
て
審
覆
論
報
せ
し
む
。」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
文
宗
の
至
順
二

年
（
一
三
三
一
）
十
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。『
元
史
』
巻
三
十
五
、
文
宗

本
紀
、
至
順
二
年
十
二
月
辛
酉
条
に
「
中
書
省
・
御
史
台
に
詔
し
て
、
官

を
遣
わ
し
て
各
道
に
詣
ら
し
め
、
廉
訪
司
と
同と

も

に
録
囚
せ
し
む
。」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
蘇
天
爵
は
同
年
十
一
月
に
江
南
行
台
監
察
御
史
に
任
じ
ら

れ
、
翌
年
正
月
に
湖
北
道
（
江
南
湖
北
道
）
に
派
遣
さ
れ
、
慮
囚
（
再
審

理
。「
録
囚
」
も
同
じ
。）
を
行
っ
た
（「
蘇
御
史
治
獄
記
」、『
元
史
』
本

伝
）。
湖
北
道
に
は
武
昌
・
岳
州
・
常
徳
・
澧
州
・
辰
州
・
沅
州
・
興

国
・
靖
州
の
八
路
（
そ
れ
ぞ
れ
現
在
の
湖
北
省
武
漢
市
の
東
南
、
湖
南
省

岳
陽
市
、
常
徳
市
、
澧
県
、
沅
陵
県
、
芷
江
県
、
湖
北
省
陽
新
県
、
湖
南

省
靖
州
県
）、
漢
陽
府
（
現
在
の
湖
北
省
武
漢
市
の
西
）、
帰
州
（
現
在
の
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湖
北
省
秭
帰
県
の
南
）
が
属
す
る
。
湖
北
道
の
「
道
」
は
各
粛
政
廉
訪
司

の
管
轄
区
域
で
あ
る
。
粛
政
廉
訪
司
は
道
内
の
官
吏
を
監
察
す
る
官
司
で

あ
る
。

第
三
章

善
者
為
法

第
一
節

于
公

岩
村
藩
刊
本
の
第
二
十
三
丁
表
第
八
行
か
ら
同
丁
裏
第
十
行
ま
で
を
第

一
節
と
す
る
。
岩
村
藩
刊
本
を
含
め
て
、
江
戸
時
代
の
日
本
で
刊
行
さ
れ

た
『
祥
刑
要
覧
』
の
末
尾
（『
重
刊
祥
刑
要
覧
』
で
は
巻
二
の
末
尾
）
に
、

「
已
上
、
善
悪
法
戒
は
、
為
善
陰
隲
・
歴
代
臣
鑑
等
（『
重
刊
祥
刑
要
覧
』

で
は
「
等
」
字
の
後
に
「
書
」
字
が
あ
る
。）
に
出
づ
。」
と
記
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、「
善
者
為
法
」「
悪
者
為
戒
」
の
章
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
裁
判

官
の
逸
話
の
ほ
と
ん
ど
は
、『
為
善
陰
隲
』『
歴
代
臣
鑑
』
の
二
書
か
ら
採

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
為
善
陰
隲
』（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
所
収
）

は
、
全
十
巻
、
明
の
成
祖
撰
、
永
楽
十
七
年
（
一
四
一
九
）
の
御
製
序
が

あ
る
。
百
六
十
五
人
の
伝
記
を
集
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
後
に
論
断
と
詩
と
を

附
し
て
い
る
。『
歴
代
臣
鑑
』（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
所
収
）
は
、
全

三
十
七
巻
、
明
の
宣
宗
撰
、
宣
徳
元
年
（
一
四
二
六
）
の
御
製
序
が
あ
る
。

春
秋
時
代
か
ら
金
元
代
ま
で
の
人
臣
の
事
蹟
を
集
め
、「
善
可
為
法
」「
悪

可
為
戒
」
の
二
部
に
分
け
て
収
め
て
い
る
。『
祥
刑
要
覧
』
は
こ
の
分
類

を
ま
ね
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、『
学
海
類
編
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
棠
陰
比
事
続
編
』
の
文

章
は
、『
祥
刑
要
覧
』
の
「
善
者
為
法
」「
悪
者
為
戒
」
二
章
の
文
章
と
ほ

ぼ
同
文
で
あ
る
が
、『
棠
陰
比
事
続
編
』
は
、
何
者
か
が
呉
訥
の
名
の
下

に
、『
祥
刑
要
覧
』
の
「
善
者
為
法
」「
悪
者
為
戒
」
二
章
を
抜
き
出
し
て
、

「
棠
陰
比
事
続
編
」
と
名
づ
け
、「
棠
陰
比
事
」
の
名
が
似
合
う
よ
う
に
、

各
節
に
四
字
の
標
題
を
附
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
（
前
稿
「『
棠
陰
比
事

原
編
』『
棠
陰
比
事
続
編
』『
棠
陰
比
事
補
編
』
と
呼
ば
れ
る
裁
判
逸
話
集

に
つ
い
て
」『
法
史
学
研
究
会
会
報
』
第
十
二
号
掲
載
、
二
〇
〇
八
年
）。

【
和
訳
】

漢
の
于
公
は
、
県
の
獄
吏
と
な
り
、（
東
海
）
郡
の
決
曹
（
被
疑
者
を

取
り
調
べ
、
犯
罪
事
実
を
認
定
す
る
部
局
）
の
属
官
に
栄
転
し
た
。
犯
罪

事
実
の
認
定
が
公
平
で
あ
っ
た
の
で
、
郡
の
人
々
は
于
公
の
た
め
に
生
祠

を
立
て
た
。

東
海
郡
（
治
所
は
現
在
の
山
東
省
郯
城
県
の
北
西
。）
に
孝
婦
が
い
た
。

若
く
し
て
寡
婦
と
な
り
、
子
を
亡
く
し
、
大
変
親
切
に
姑
を
養
っ
て
い
た
。
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姑
は
彼
女
を
再
嫁
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
し
ま
い
ま
で
再
嫁
し
な
か
っ
た
。

姑
は
隣
人
に
「
孝
婦
は
私
の
世
話
を
し
て
苦
労
し
て
い
ま
す
。
子
供
を
亡

く
し
て
、
寡
婦
を
貫
い
て
い
る
の
を
か
わ
い
そ
う
に
思
い
ま
す
。
私
は
長

年
、
彼
女
の
重
荷
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。」

と
言
っ
た
。
そ
の
後
、
姑
は
首
を
吊
っ
て
自
殺
し
た
。
姑
の
娘
が
、
寡
婦

が
私
の
母
を
殺
し
た
、
と
告
訴
し
た
。
県
の
獄
吏
が
取
り
調
べ
た
と
こ
ろ
、

孝
婦
は
嘘
の
自
白
を
し
た
。
孝
婦
の
犯
罪
事
実
が
認
定
さ
れ
、
一
件
書
類

と
孝
婦
の
身
柄
が
郡
府
に
上
送
さ
れ
た
。
于
公
は
、「
こ
の
寡
婦
は
、
十

年
余
り
に
渡
っ
て
姑
を
養
い
続
け
て
、
孝
婦
の
評
判
を
得
て
い
ま
す
。
必

ず
姑
を
殺
し
て
は
い
ま
せ
ん
。」
と
意
見
を
申
し
上
げ
た
が
、
太
守
は
受

け
入
れ
な
か
っ
た
。
于
公
は
太
守
と
議
論
し
た
が
、
太
守
を
説
得
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
于
公
は
職
を
辞
し
て
立
ち
去
っ
た
。
太

守
は
と
う
と
う
判
決
を
下
し
て
孝
婦
を
死
刑
に
処
し
た
。
郡
内
で
旱
魃
が

三
年
続
い
た
。
後
任
の
太
守
が
到
着
し
た
。
于
公
が
旱
魃
の
理
由
を
告
げ

た
。
太
守
は
、
牛
を
殺
し
て
自
ら
孝
婦
の
塚
を
祭
り
、
さ
ら
に
孝
婦
の
墓

の
前
に
彼
女
の
守
節
と
孝
行
と
を
称
え
る
額
を
掲
げ
た
。
す
る
と
、
天
は

立
ち
ど
こ
ろ
に
大
雨
を
降
ら
せ
、
穀
物
が
み
の
っ
た
。
郡
内
の
人
々
は
大

い
に
于
公
を
尊
敬
し
た
。

于
公
の
家
の
巷
門
（
村
の
道
に
面
し
た
門
）
が
こ
わ
れ
た
。
村
の
代
表

者
達
が
共
同
で
そ
れ
を
修
理
し
た
。
そ
の
時
、
于
公
が
言
っ
た
。「
門
を

少
し
高
く
大
き
く
し
て
、
四
頭
の
馬
が
ひ
く
高
蓋
車
が
通
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
私
は
被
疑
者
を
取
り
調
べ
る
時
に
陰
徳
を
た
く

さ
ん
積
み
ま
し
た
。
冤
罪
を
被
っ
た
人
は
い
ま
せ
ん
。
子
孫
の
中
に
は
出

世
す
る
者
が
必
ず
い
る
で
し
ょ
う
。」
そ
の
言
葉
通
り
、
于
公
の
子
の
于

定
国
は
丞
相
と
な
り
、
西
平
侯
に
封
じ
ら
れ
、
孫
の
于
永
は
御
史
大
夫
と

な
り
、
宣
帝
の
長
女
の
館
陶
公
主
の
婿
に
な
っ
た
。
侯
に
封
じ
ら
れ
る
こ

と
が
代
々
絶
え
な
か
っ
た
。

【
原
文
】

善
者
為
法

漢
于
公
、
為
縣
獄
吏
（『
漢
書
』
巻
七
十
一
、『
為
善
陰
隲
』
巻
一
は

「
吏
」
を
「
史
」
に
作
る
。）、
遷
郡
決
曹
掾
（「
曹
」
は
も
と
「
曺
」
に
作

る
。「
掾
」
字
は
『
漢
書
』『
為
善
陰
隲
』『
歴
代
臣
鑑
』
巻
二
と
も
に
無

し
。）。
決
獄
平
。
郡
中
為
之
立
生
祠
。

東
海
有
孝
婦
。
少
寡
亡
子
、
養
姑
甚
謹
。
姑
欲
嫁
之
、
終
不
肯
。
姑
謂

鄰
人
曰
、
孝
婦
事
我
勤
苦
。
哀
其
亡
子
守
寡
。
我
久
累
之
。
奈
何
。
後
姑

自
経
死
。
姑
女
告
婦
殺
我
母
。
吏
験
治
。
孝
婦
自
誣
服
。
具
獄
上
府
。
于

公
以
為
、
此
婦
養
姑
十
餘
年
、
以
孝
聞
。
必
不
殺
也
。
太
守
不
聴
、
于
公

争
之
、
弗
能
得
。
因
辞
去
。
太
守
竟
論
殺
孝
婦
。
郡
中
枯
旱
三
年
。
後
太
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守
至
。
公
告
其
故
。
太
守
殺
牛
自
祭
孝
婦
冢
、
因
表
其
墓
。
天
立
大
雨
、

歳
熟
。
郡
中
大
敬
重
于
公
。

其
巷
門
壊
。
父
老
方
共
治
之
。
于
公
謂
曰
、
少
高
大
、
令
容
駟
馬
高
蓋

車
（「
高
蓋
車
」
を
も
と
「
高
車
盖
」
に
作
る
。『
漢
書
』『
為
善
陰
隲
』

『
歴
代
臣
鑑
』『
重
刊
祥
刑
要
覧
』
巻
二
に
従
っ
て
改
め
た
。）。
我
治
獄
多

陰
徳
。
未
嘗
有
所
寃
。
子
孫
必
有
興
者
。
至
其
子
定
国
、
果
為
丞
相
、
封

西
平
侯
。
孫
永
為
御
史
大
夫
、
尚
宣
帝
長
女
館
陶
公
主
。
侯
封
不
絶
。

（
以
上
、
第
二
十
三
丁
表
第
八
行
か
ら
同
丁
裏
第
十
行
。）

【
訓
読
】

漢
の
于
公
、
県
の
獄
吏
と
為
り
、
郡
の
決
曹
掾
に
遷
る
。
獄
を
決
す
る

こ
と
平
ら
か
な
り
。
郡
中
、
之
れ
が
為
め
に
生
祠
を
立
つ
。

東
海
に
孝
婦
有
り
。
少わ

か

く
し
て
寡
と
な
り
、
子
を
亡
く
す
。
姑
を
養
う

こ
と
甚
だ
謹
む
。
姑
、
之
れ
を
嫁
せ
し
め
ん
と
欲
す
。
終
に
肯
ぜ
ず
。
姑
、

隣
人
に
謂
い
て
曰
く
、
孝
婦
、
我
れ
に
事つ

か

え
て
勤
苦
す
。
其
の
、
子
を
亡

く
し
寡
を
守
る
を
哀
れ
む
。
我
れ
久
し
く
之
れ
を
累わ

ず
らわ
す
。
奈
何
せ
ん
。

と
。
後
に
姑
は
自
ら
経く

び

れ
て
死
す
。
姑
の
女
、
婦
、
我
が
母
を
殺
す
と
告

す
。
吏
、
験
治
す
。
孝
婦
は
自
ら
誣
服
す
。
獄
を
具
し
て
府
に
上の

ぼ

す
。
于

公
以お

為も

え
ら
く
、
此
の
婦
、
姑
を
養
う
こ
と
十
餘
年
、
孝
を
以
て
聞
こ
ゆ
。

必
ず
殺
さ
ざ
る
な
り
。
と
。
太
守
、
聴
か
ず
。
于
公
、
之
れ
を
争
う
も
、

得
る
能
わ
ず
。
因
り
て
辞
し
去
る
。
太
守
、
竟
に
孝
婦
を
論
殺
す
。
郡
中
、

枯
旱
す
る
こ
と
三
年
。
後
の
太
守
至
る
。
公
、
其
の
故
を
告
ぐ
。
太
守
、

牛
を
殺
し
、
自
ら
孝
婦
の
冢
を
祭
り
、
因
り
て
其
の
墓
に
表
す
。
天
、
立

ち
ど
こ
ろ
に
大
い
に
雨
し
、
歳
、
熟
す
。
郡
中
、
大
い
に
于
公
を
敬
重
す
。

其
の
巷
門
、
壊
る
。
父
老
、
方ま

さ

に
共
に
之
れ
を
治
む
。
于
公
、
謂
い
て

曰
く
、
少
し
く
高
大
に
し
て
、
駟
馬
高
蓋
車
を
容
れ
し
め
よ
。
我
れ
獄
を

治
め
て
陰
徳
多
し
。
未
だ
嘗
て
寃
す
る
と
こ
ろ
有
ら
ず
。
子
孫
必
ず
、
興

こ
る
者
有
ら
ん
。
と
。
其
の
子
、
定
国
に
至
り
、
果
た
し
て
丞
相
と
為
り
、

西
平
侯
に
封
ぜ
ら
る
。
孫
の
永
は
御
史
大
夫
と
為
り
、
宣
帝
の
長
女
、
館

陶
公
主
を
尚
す
。
侯
封
、
絶
え
ず
。

こ
の
話
の
出
典
は
『
漢
書
』
巻
七
十
一
、
于
定
国
伝
で
あ
る
が
、『
祥

刑
要
覧
』
の
こ
の
文
章
は
、『
為
善
陰
隲
』
巻
一
「
于
公
争
獄
」
及
び

『
歴
代
臣
鑑
』
巻
二
「
于
定
国
」
の
文
章
の
写
し
で
あ
る
。『
為
善
陰
隲
』

は
、
永
楽
十
七
年
三
月
丁
巳
に
完
成
し
、
諸
王
群
臣
及
び
国
子
監
、
天
下

の
学
校
に
頒
賜
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
、
ま
た
、
今
後
は
科
挙
の
試
験
問
題

を
そ
の
中
か
ら
も
出
す
よ
う
命
じ
ら
れ
た
（『
明
太
宗
実
録
』
巻
二
一
〇
）。

『
歴
代
臣
鑑
』
は
、
宣
徳
元
年
四
月
戊
寅
に
完
成
し
、
群
臣
に
頒
賜
さ
れ

た
（『
明
宣
宗
実
録
』
巻
十
六
）。
呉
訥
は
永
楽
十
七
年
に
は
ま
だ
官
僚
に
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な
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
宣
徳
元
年
に
は
行
在
湖
広
道
監
察
御
史
で
あ
っ

た
か
ら
（『
献
徴
録
』
巻
六
十
四
、
呉
公
訥
神
道
碑
）、『
歴
代
臣
鑑
』
を

呉
訥
は
賜
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

第
二
節

寒
朗

岩
村
藩
刊
本
の
第
二
十
四
丁
表
第
一
行
か
ら
同
丁
裏
第
七
行
ま
で
を
第

二
節
と
す
る
。
和
訳
に
当
た
っ
て
は
、
吉
川
忠
夫
訓
注
『
後
漢
書
』
第
五

冊
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
。
五
五
三
頁
か
ら
七
頁
）、
渡
邉
義
浩
・

高
山
大
毅
編
『
全
譯
後
漢
書
』
第
十
四
冊
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
。

六
十
七
頁
か
ら
七
十
一
頁
）
を
参
考
に
し
た
。

【
和
訳
】

寒
朗
（
字
は
伯
奇
。
ニ
六
～
一
〇
九
）
は
、
博
く
経
書
に
通
じ
て
い
た
。

孝
廉
科
に
推
挙
さ
れ
て
任
官
し
た
。（
永
平
年
間
（
五
八
～
七
五
）
に
）

謁
者
（
賓
客
を
導
き
、
上
奏
を
取
り
次
ぐ
官
）
で
侍
御
史
（
非
法
を
察
挙

す
る
官
）
を
兼
任
し
、（
永
平
十
三
年
（
七
〇
）
に
告
発
さ
れ
た
）
楚
王

の
劉
英
の
謀
反
事
件
を
取
り
調
べ
た
。

被
告
人
の
顔
忠
と
王
平
と
が
、
他
の
共
謀
者
と
し
て
、（
隧
郷
侯
の
）

耿
建
、（
朗
陵
侯
の
）
臧
信
、（
護
沢
侯
の
）
鄧
鯉
、（
曲
成
侯
の
）
劉
建

の
名
を
挙
げ
た
。
耿
建
ら
は
、
今
ま
で
顔
忠
や
王
平
と
会
っ
た
こ
と
が
な

い
、
と
供
述
し
た
。
当
時
、
顕
宗
（
明
帝
）
は
激
怒
し
て
い
て
、
官
吏
は

皆
、
恐
れ
お
の
の
い
て
、
共
謀
者
と
し
て
名
が
挙
げ
ら
れ
た
人
達
に
つ
い

て
、
実
情
を
調
べ
て
罪
が
無
け
れ
ば
釈
放
し
よ
う
と
す
る
者
が
い
な
か
っ

た
。
寒
朗
は
、
彼
ら
の
冤
罪
を
気
の
毒
に
思
っ
た
。
耿
建
ら
の
顔
や
姿
が

ど
の
よ
う
で
あ
る
か
を
顔
忠
と
王
平
と
に
自
分
一
人
で
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

二
人
は
虚
を
衝
か
れ
て
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
寒
朗
は

「
耿
建
ら
は
顔
忠
と
王
平
と
に
よ
っ
て
誣
告
さ
れ
た
の
で
す
。
天
下
の
無

罪
の
人
が
こ
の
よ
う
に
し
て
罪
を
被
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い

か
と
疑
い
ま
す
。」
と
皇
帝
に
申
し
上
げ
た
。

皇
帝
は
寒
朗
を
召
し
て
、「
耿
建
ら
が
無
罪
で
あ
る
な
ら
ば
、
顔
忠
と

王
平
と
は
ど
う
し
て
他
の
共
謀
者
と
し
て
彼
ら
の
名
を
挙
げ
た
の
で
す

か
。」
と
質
問
し
た
。
寒
朗
は
「
顔
忠
と
王
平
と
は
、
犯
し
た
罪
が
大
逆

不
道
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
ま
す
の
で
、
嘘
を
つ
い
て
他
の
共
謀
者

と
し
て
多
く
の
人
の
名
を
挙
げ
て
、
そ
れ
が
嘘
で
あ
る
と
わ
か
っ
た
時
に
、

二
人
が
謀
反
の
罪
を
犯
し
た
と
い
う
自
白
も
ま
た
嘘
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
の
で
す
。」
と
答
え
た
。
皇
帝
は
怒
っ
て
「
こ
の
官
吏

は
、（
こ
う
考
え
な
が
ら
も
耿
建
ら
を
釈
放
す
る
よ
う
す
ぐ
に
上
奏
し
な

か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
）
耿
建
ら
が
無
罪
で
も
有
罪
で
も
、
自
分
の
立
場

呉
訥
撰
・
若
山
拯
訓
読
『
祥
刑
要
覧
』
の
訳
注
（
九
）
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を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
計
っ
て
い
ま
す
。
す
み
や
か
に
こ
の
者
を
引

き
ず
り
出
し
て
下
さ
い
。」
と
言
っ
た
。
寒
朗
が
「
私
は
陛
下
を
欺
き
ま

せ
ん
。
国
家
の
役
に
立
ち
た
い
だ
け
で
す
。」
と
言
う
と
、
皇
帝
は
「
誰

が
あ
な
た
と
一
緒
に
こ
の
た
び
の
上
奏
文
を
作
っ
た
の
で
す
か
。」
と
質

問
し
た
。
寒
朗
は
答
え
た
。「
私
は
自
分
の
行
為
が
一
族
皆
殺
し
の
刑
に

当
た
る
こ
と
を
自
覚
し
て
お
り
ま
す
。
他
人
を
巻
き
ぞ
え
に
し
よ
う
と
は

思
い
ま
せ
ん
。
私
が
考
え
ま
す
に
、
囚
人
を
取
り
調
べ
る
者
は
皆
、
今
回

の
事
件
の
被
告
人
は
、
凶
悪
な
大
罪
を
犯
し
た
と
さ
れ
、
臣
僚
が
共
に
憎

む
べ
き
者
で
あ
る
か
ら
、
今
は
こ
の
者
を
釈
放
す
る
よ
り
も
、
こ
の
者
を

罪
に
入
れ
て
、
後
で
責
任
を
問
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
方
が
よ
い
、
と

言
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
一
人
を
取
り
調
べ
て
十
人
を
罪
に
入

れ
、
十
人
を
取
り
調
べ
て
百
人
を
罪
に
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
臣
高

官
が
朝
廷
に
会
集
す
る
時
に
、
陛
下
が
現
在
の
政
治
の
良
い
所
と
良
く
な

い
所
と
を
質
問
し
ま
す
と
、
皆
が
「
旧
制
で
は
、
大
罪
を
犯
し
ま
す
と
、

刑
罰
が
九
族
（
高
祖
父
・
曽
祖
父
・
祖
父
・
父
・
本
人
・
子
・
孫
・
曽

孫
・
玄
孫
。
あ
る
い
は
父
族
四
・
母
族
三
・
妻
族
二
。）
に
及
ぶ
定
め
で

し
た
が
、
陛
下
の
大
恩
の
お
か
げ
で
、
た
だ
本
人
だ
け
に
止
ま
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。」
と
答
え
ま
す
。
し
か
し
、
皆
、
家
に
帰
り
ま
す
と
、
口

で
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
屋
根
を
仰
い
で
、
ひ
そ
か
に
た
め
息
を
つ
く
の
で

す
。
私
が
言
い
た
い
こ
と
は
申
し
上
げ
ま
し
た
の
で
、
死
ん
で
も
後
悔
は

あ
り
ま
せ
ん
。」
こ
れ
を
聞
い
て
、
皇
帝
の
怒
り
が
解
け
た
。
二
日
後
、

皇
帝
は
自
ら
洛
陽
の
牢
獄
を
訪
れ
て
、
囚
人
の
罪
を
再
審
理
し
て
、
千
人

余
り
を
釈
放
し
た
。

建
初
年
間
（
七
六
～
八
四
）
に
、
肅
宗
（
章
帝
）
が
、
寒
朗
は
先
帝
に

忠
誠
を
捧
げ
た
の
で
、
易
県
（
河
間
国
に
属
す
る
。
現
在
の
河
北
省
雄
県

の
北
西
。）
の
長
を
授
け
る
、
と
詔
し
た
。（
一
年
余
り
後
に
）
済
陽
県

（
陳
留
郡
に
属
す
る
。
現
在
の
河
南
省
蘭
考
県
の
北
東
。）
の
令
に
転
任
し
、

母
の
喪
に
服
す
る
た
め
に
辞
職
し
た
。
章
和
元
年
（
八
七
）、
肅
宗
が
東

方
を
巡
行
し
、
済
陽
県
に
立
ち
寄
っ
た
。
す
る
と
、
県
の
三
老
（
三
老
は
、

県
下
の
各
郷
に
一
人
ず
つ
置
か
れ
、
教
化
を
掌
っ
た
。
郷
三
老
の
う
ち
一

人
を
選
ん
で
県
三
老
と
し
た
。）
と
吏
人
と
が
、
寒
朗
が
県
令
と
し
て

行
っ
た
善
政
の
内
容
を
皇
帝
に
申
し
上
げ
た
。（
永
元
年
間
（
八
九
～
一

〇
五
）
に
）
清
河
郡
（
治
所
は
現
在
の
山
東
省
臨
清
県
の
東
北
。）
の
太

守
に
栄
転
し
た
。（
永
初
三
年
（
一
〇
九
）
に
）
博
士
に
任
じ
ら
れ
た
が
、

（
召
さ
れ
て
公
車
に
到
っ
た
時
に
）
亡
く
な
っ
た
。
八
十
四
歳
で
あ
っ
た
。

【
原
文
】

寒
朗
、
博
通
経
書
、
拳
孝
廉
。
以
謁
者
、
守
侍
御
史
。
考
案
楚
獄
。

有
顔
忠
王
平
。
辞
連
耿
建
・
臧
信
・
鄧
鯉
・
劉
建
。
建
等
辞
、
未
嘗
与
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忠
平
相
見
。
時
顕
宗
怒
甚
。
吏
皆
惶
恐
。
諸
所
連
及
、
無
敢
以
情
恕
者
。

朗
心
傷
其
寃
。
以
建
等
物
色
、
独
問
忠
平
、
錯
愕
不
能
対
。
乃
上
言
、
建

等
為
忠
平
所
誣
。
疑
天
下
無
辜
多
如
此
。

帝
召
問
曰
、
建
等
即
如
是
、
忠
平
何
故
引
之
。
朗
曰
、
忠
平
自
知
所
犯

不
道
。
故
多
虚
引
、
冀
以
自
明
。
帝
怒
曰
、
吏
持
両
端
、
促
提
去
。
朗
曰
、

小
臣
不
敢
欺
。
欲
助
国
耳
。
帝
曰
、
誰
与
共
為
章
。
対
曰
、
臣
自
知
当
族

滅
。
不
敢
汚
染
人
。
臣
見
考
囚
者
、
咸
言
、
妖
悪
大
故
、
臣
子
宜
同
疾
。

今
出
之
、
不
如
入
之
可
無
後
責
。
是
以
考
一
連
十
、
考
十
連
百
。
又
公
卿

朝
会
、
問
以
得
失
、
皆
言
、
旧
制
大
罪
、
禍
及
九
族
。
陛
下
大
恩
、
裁
止

於
身
。
及
其
帰
舎
、
口
雖
不
言
、
而
仰
屋
窃
歎
。
臣
言
既
陳
、
死
無
所
悔
。

帝
意
解
。
後
二
日
、
自
幸
洛
陽
獄
、
審
録
、
理
出
千
餘
人
。

建
初
中
、
肅
宗
詔
、
以
朗
納
忠
先
帝
、
拜
易
県
長
。
遷
済
陽
令
。
以
母

喪
去
。
章
和
元
年
、
上
東
巡
、
過
済
陽
。
三
老
吏
人
、
陳
朗
前
政
治
状
。

遷
清
河
太
守
。
入
為
博
士
、
卒
。
年
八
十
四
。（
以
上
、
第
二
十
四
丁
表

第
一
行
か
ら
同
丁
裏
第
七
行
。）

【
訓
読
】

寒
朗
、
博
く
経
書
に
通
じ
、
孝
廉
に
挙
げ
ら
る
。
謁
者
を
以
て
侍
御
史

を
守
す
。
楚
獄
を
考
案
す
。

顔
忠
・
王
平
有
り
。
辞
、
耿
建
・
臧
信
・
鄧
鯉
・
劉
建
に
連
な
る
。
建

ら
辞
す
、
未
だ
嘗
て
忠
・
平
と
相
い
見
ず
、
と
。
時
に
顕
宗
、
怒
り
甚
し
。

吏
、
皆
、
惶
恐
す
。
諸

も
ろ
も
ろの
連
及
す
る
と
こ
ろ
、
敢
え
て
情
を
以
て
恕ゆ

る

す
者

無
し
。
朗
、
心
に
其
の
寃
を
傷
む
。
建
ら
の
物
色
を
以
て
、
独
り
忠
・
平

に
問
う
。
錯
愕
し
て
対
う
る
能
わ
ず
。
乃
ち
上
言
す
、
建
ら
忠
・
平
の
誣

す
る
と
こ
ろ
と
為
る
。
天
下
の
無
辜
、
此
く
の
如
き
多
か
ら
ん
と
疑
う
。

と
。帝

、
召
し
て
問
い
て
曰
く
、
建
ら
即も

し
是
く
の
如
く
ん
ば
、
忠
・
平
、

何
故
に
之
れ
を
引
く
か
、
と
。
朗
曰
く
、
忠
・
平
、
犯
す
と
こ
ろ
不
道
な

る
を
自
ら
知
る
。
故
に
多
く
虚
引
し
て
、
以
て
自
ら
明
ら
か
に
す
る
を
冀

う
の
み
。
と
。
帝
、
怒
り
て
曰
く
、
吏
、
両
端
を
持
す
。
促す

み

や
か
に
提ひ

き

去
れ
。
と
。
朗
曰
く
、
小
臣
、
敢
え
て
欺
か
ず
。
国
を
助
け
ん
と
欲
す
る

の
み
。
と
。
帝
曰
く
、
誰
か
に
与
に
共
に
章
を
為つ

く

る
、
と
。
対
え
て
曰
く
、

臣
、
族
滅
に
当
た
る
を
自
ら
知
る
。
敢
え
て
人
を
汚
染
せ
ず
。
臣
、
囚
を

考
す
る
者
を
見
る
に
、
咸み

な
言
う
、
妖
悪
大
故
は
臣
子
宜
し
く
同と

も

に
疾に

く

む

べ
し
、
今
、
之
れ
を
出
だ
す
は
、
之
れ
を
入
れ
て
後
責
無
か
る
可
き
に
如

か
ず
、
と
。
是
を
以
て
、
一
を
考
し
て
十
を
連
ね
、
十
を
考
し
て
百
を
連

ぬ
。
又
た
公
卿
の
朝
会
に
て
、
問
う
に
得
失
を
以
て
す
れ
ば
、
皆
言
う
、

旧
制
に
て
は
大
罪
は
、
禍
い
九
族
に
及
ぶ
、
陛
下
の
大
恩
も
て
、
裁わ

ず

か
に

身
に
止
ま
る
、
と
。
其
の
、
舎
に
帰
る
に
及
び
、
口
、
言
わ
ず
と
雖
も
、
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屋
を
仰
ぎ
窃
か
に
歎
す
。
臣
の
言
、
既
に
陳
ぶ
。
死
す
る
も
悔
ゆ
る
と
こ

ろ
無
し
。
と
。
帝
の
意
、
解
く
。
後
二
日
、
自
ら
洛
陽
の
獄
に
幸
し
、
審

録
し
て
、
理お

さ

め
て
千
餘
人
を
出
だ
す
。

建
初
中
、
肅
宗
、
詔
し
て
、
朗
、
忠
を
先
帝
に
納
る
る
を
以
て
、
易
県

の
長
に
拜
す
。
済
陽
の
令
に
遷
る
。
母
の
喪
を
以
て
去
る
。
章
和
元
年
、

上
、
東
巡
し
、
済
陽
に
過い

た

る
。
三
老
・
吏
人
、
朗
の
前
政
の
治
状
を
陳
ぶ
。

清
河
の
太
守
に
遷
る
。
入
り
て
博
士
と
為
る
。
卒
す
。
年
八
十
四
。

右
の
文
章
は
『
後
漢
書
』
列
伝
第
三
十
一
、
寒
朗
伝
の
文
章
の
節
略
文

で
あ
る
。
寒
朗
の
話
は
『
為
善
陰
隲
』
に
も
『
歴
代
臣
鑑
』
に
も
記
載
さ

れ
て
い
な
い
。

第
三
節

郭
弘

岩
村
藩
刊
本
の
第
二
十
四
丁
裏
第
八
行
か
ら
第
二
十
五
丁
表
第
八
行
ま

で
を
第
三
節
と
す
る
。
和
訳
に
当
た
っ
て
は
、
吉
川
忠
夫
訓
注
『
後
漢

書
』
第
六
冊
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
。
二
一
一
頁
か
ら
八
頁
）、
渡

邉
義
浩
・
高
山
大
毅
編
『
全
譯
後
漢
書
』
第
十
四
冊
（
前
掲
、
三
六
七
頁

か
ら
七
五
頁
）
を
参
考
に
し
た
。

【
和
訳
】

郭
弘
は
、
潁
川
郡
（
治
所
は
現
在
の
河
南
省
禹
州
県
。）
の
決
曹
（
被

疑
者
を
取
り
調
べ
、
犯
罪
事
実
を
認
定
す
る
部
局
）
の
属
官
と
な
り
、
裁

判
を
行
う
こ
と
三
十
年
、
公
平
に
、
思
い
や
り
の
心
で
法
律
を
適
用
し
た

の
で
、
郭
弘
に
よ
っ
て
罪
を
決
め
ら
れ
た
者
は
、
後
で
恨
み
を
抱
く
こ
と

が
無
か
っ
た
。
郡
内
の
人
々
は
、
郭
弘
を
東
海
郡
の
于
公
（
本
章
第
一
節

を
参
照
。）
と
な
ら
べ
た
。
九
十
五
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

郭
弘
の
子
、
躬
（
九
四
年
歿
）
は
、
元
和
三
年
（
八
六
）
に
廷
尉
（
郡

国
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
疑
罪
の
案
件
に
対
し
て
判
決
を
下
す
官
）
を
授
け

ら
れ
た
。
四
十
一
件
の
法
規
に
つ
い
て
、
重
い
刑
を
軽
い
刑
に
変
更
す
べ

き
で
あ
る
、
と
箇
条
書
き
に
し
て
上
奏
し
た
。
彼
が
疑
罪
の
案
件
に
対
す

る
意
見
を
上
奏
し
た
お
か
げ
で
、
多
く
の
罪
人
が
命
を
全
う
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

郭
躬
の
次
男
、
晊シ

ツ

は
、
南
陽
郡
（
治
所
は
現
在
の
河
南
省
南
陽
市
。）

の
太
守
に
至
り
、
立
派
な
政
治
を
行
っ
た
。
郭
躬
の
弟
の
子
、
鎮
（
一
二

九
年
歿
）
は
、
延
光
年
間
（
一
二
二
～
一
二
五
）
に
尚
書
（
中
央
政
府
の

公
文
書
の
発
布
を
主
る
官
）
に
任
じ
ら
れ
た
。
順
帝
（
在
位
一
二
五
～
一

四
四
）
が
即
位
す
る
際
の
ク
ー
デ
タ
ー
で
大
功
を
挙
げ
、
定
潁
侯
に
封
じ

ら
れ
た
。
河
南
尹
（
京
都
雒
陽
を
主
る
。）
を
授
け
ら
れ
、
廷
尉
に
転
任
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し
た
。

郭
鎮
の
長
子
、
賀
は
、
父
の
爵
位
を
受
け
継
ぎ
、
父
と
同
様
、
廷
尉
に

任
じ
ら
れ
た
。
賀
の
弟
、
禎
も
ま
た
、
法
律
を
う
ま
く
適
用
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
、
廷
尉
に
至
っ
た
。
郭
鎮
の
弟
の
子
、
仗
も
ま
た
、
延
熹
年

間
（
一
五
八
～
一
六
七
）
に
廷
尉
と
な
っ
た
。（
建
寧
二
年
（
一
六
九
）

に
）
劉
寵
（『
後
漢
書
』
循
吏
列
伝
第
六
十
六
に
伝
が
あ
る
。）
に
代
わ
っ

て
太
尉
（
天
下
の
兵
事
と
功
課
と
を
掌
る
。）
と
な
っ
た
。
郭
仗
の
子
、

鴻
は
、
司
隷
校
尉
（
百
官
及
び
京
師
近
郡
の
犯
法
者
を
察
挙
す
る
こ
と
を

掌
る
。）
に
至
り
、
城
安
郷
侯
に
封
じ
ら
れ
た
。

郭
氏
は
、
郭
弘
以
後
、
数
世
代
に
及
ん
で
、
皆
、
法
律
を
伝
習
し
、
公

平
で
思
い
や
り
の
あ
る
裁
判
を
行
う
こ
と
を
心
掛
け
た
。
子
孫
の
う
ち
、

公
（
太
尉
を
指
す
。）
に
至
っ
た
者
が
一
人
、
廷
尉
が
七
人
、
侯
に
封
じ

ら
れ
た
者
が
三
人
、
刺
史
（
一
州
に
属
す
る
郡
国
の
行
政
を
監
察
す
る

官
）・
二
千
石
（
郡
の
太
守
を
指
す
。）・
侍
中
（
皇
帝
の
左
右
に
侍
り
、

顧
問
応
対
す
る
こ
と
を
掌
る
。）・
郎
将
（
中
郎
将
。
宿
衛
侍
従
す
る
こ
と

を
掌
る
。）
に
任
じ
ら
れ
た
者
が
二
十
人
余
り
、
侍
御
史
・
正
・
監

（
正
・
監
は
延
尉
の
属
官
。）
と
な
っ
た
者
が
甚
だ
多
か
っ
た
。

【
原
文
】

郭
弘
、
為
頴
（「
頴
」
は
「
潁
」
が
正
し
い
。）
川
決
曹
（「
曹
」
は
も

と
「
曺
」
に
作
る
。）

。
断
獄
三
十
年
、
用
法
平
恕
。
為
弘
所
決
者
、

退
無
怨
情
。
郡
内
比
之
東
海
于
公
。
年
九
十
五
、
卒
。

子
躬
、
元
和
三
年
、
拜
廷
尉
。
條
奏
重
罪
従
軽
者
四
十
一
事
。
其
所
奏

讞
、
多
得
生
全
。

中
子
晊
、
至
南
陽
太
守
。
政
有
名
迹
。
従
子
鎮
、
延
光
中
、
為
尚
書
。

順
帝
立
、
有
功
、
封
定
潁
侯
（「
侯
」
は
も
と
「
俟
」
に
作
る
。）。
拜
河

南
尹
、
転
廷
尉
。

長
子
賀
、
襲
封
、
復
遷
廷
尉
。
賀
弟
禎
、
亦
以
能
法
律
至
廷
尉
。
鎮
弟

子
仗
、
延
熹
中
、
亦
為
廷
尉
。
代
劉
寵
為
太
（「
太
」
は
も
と
「
大
」
に

作
る
。）
尉
。
仗
子
鴻
、
至
司
隷
校
尉
、
封
城
安
郷
侯
。

郭
氏
、
自
弘
後
数
世
、
皆
伝
法
律
、
務
尚
平
恕
。
子
孫
至
公
者
一
人
、

廷
尉
七
人
、
侯
者
三
人
、
刺
史
・
二
千
石
・
侍
中
・
郎
将
（『
後
漢
書
』

郭
陳
列
伝
第
三
十
六
は
「
侍
中
郎
将
」
を
「
侍
中
中
郎
将
」
に
作
る
。）

者
二
十
餘
人
。
侍
御
史
・
正
・
監
者
甚
衆
。（
以
上
、
第
二
十
四
丁
裏
第

八
行
か
ら
第
二
十
五
丁
表
第
八
行
。）

【
訓
読
】

郭
弘
、
潁
川
の
決
曹
の

と
為
る
。
獄
を
断
ず
る
こ
と
三
十
年
、
法

を
用
い
る
こ
と
平
恕
た
り
。
弘
の
決
す
る
と
こ
ろ
と
為
る
者
、
退
き
て
怨

情
無
し
。
郡
内
、
之
れ
を
東
海
の
于
公
に
比
す
。
年
九
十
五
に
て
卒
す
。
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子
の
躬
、
元
和
三
年
、
廷
尉
を
拜
す
。
重
罪
の
、
軽
き
に
従
う
者
四
十

一
事
を
条
奏
す
。
其
の
奏
讞
す
る
と
こ
ろ
、
多
く
生
全
す
る
を
得
た
り
。

中
子
の
晊
、
南
陽
太
守
に
至
る
。
政
、
名
迹
有
り
。
従
子
の
鎮
、
延
光

中
、
尚
書
と
為
る
。
順
帝
立
つ
。
功
有
り
。
定
潁
侯
に
封
ぜ
ら
る
。
河
南

尹
を
拜
す
。
廷
尉
に
転
ず
。

長
子
の
賀
、
襲
封
す
。
復
た
廷
尉
に
遷
る
。
賀
の
弟
、
禎
も
亦
た
、
法

律
を
能
く
す
る
を
以
て
廷
尉
に
至
る
。
鎮
の
弟
の
子
、
仗
、
延
熹
中
、
亦

た
廷
尉
と
為
る
。
劉
寵
に
代
わ
り
て
太
尉
と
為
る
。
仗
の
子
、
鴻
、
司
隷

校
尉
に
至
る
。
城
安
郷
侯
に
封
ぜ
ら
る
。

郭
氏
は
、
弘
よ
り
後
、
数
世
、
皆
、
法
律
を
伝
え
、
務
め
て
平
恕
を
尚た

っ
と

ぶ
。
子
孫
、
公
に
至
る
者
一
人
。
廷
尉
七
人
。
侯
た
る
者
三
人
。
刺
史
・

二
千
石
・
侍
中
・
郎
将
た
る
者
二
十
餘
人
。
侍
御
史
・
正
・
監
た
る
者
甚

だ
衆お

お

し
。

こ
の
話
の
出
典
は
『
後
漢
書
』
郭
陳
列
伝
第
三
十
六
、
郭
躬
伝
で
あ
る
。

『
祥
刑
要
覧
』
の
こ
の
文
章
は
、『
後
漢
書
』
郭
躬
伝
及
び
『
為
善
陰
隲
』

巻
二
「
郭
躬
寛
平
」
の
文
章
の
抜
き
書
き
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
話
に
登

場
す
る
郭
氏
の
系
図
を
掲
げ
て
お
く
。
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郭氏の系図

郭弘

躬（廷尉） ○

晊（太守） 鎮（廷尉・侯） ○

賀（廷尉・侯）禎（廷尉） 仗（廷尉・太尉）

鴻（司隷校尉・侯）


